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１．概要（Summary） 

酵素を電極上に固定し電極と電子授受を行わせること

で、基質を選択的に酸化還元し電流を得る酵素機能電

極を実現することができる。糖などを燃料として発電する

バイオ燃料電池や血中の糖を検出する血糖センサなどへ

の応用が進められている。しかし、電極上の酵素の失活

あるいは脱離による電流値の減衰の抑制が課題である。

その課題解決の候補の 1 つとして、多孔質炭素材料を電

極材料に用いた酵素電極の研究が進められている。しか

し、酵素機能電極に適した「細孔構造」についてはいまだ

詳細は明らかではない。 

そこで、物質透過性に優れた比較的大きなマクロ孔と

酵素の大きさに近いメソ細孔を有する多孔質炭素材料を

開発することで高電流値化、高耐久化させることを狙い、

細孔径を調節することができるMgO鋳型炭素 1)について

検討した。本研究では、素機能電極への応用を目的に新

たに調製された 40 と 100 nm の細孔を有する多孔質炭

素の細孔構造を FE-SEMで観察した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電界放出型走査電子顕微鏡 (日立ハイテク, SU-8020) 

 

【実験方法】 

 直径 38,100 nmのMgOを鋳型として用い調製された

多孔質炭素をステージに固定し、その表面構造を観察し

た。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1 に多孔質炭素の FE-SEM 画像を示す。100 

nm 程度の細孔が表面に分布していることが分かった

(Fig.1 (A))。さらに、その内部にもメソ孔が分布している

画像が得られた（Fig.1(B)）。メソ孔については今後、

TEM 画像や窒素吸脱着法などの測定結果と組み合わせ

によって詳細な細孔構造を進めていく。 

 

Figure 1 FE-SEM images of porous carbon 
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